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高
山
寺
に
お
け
る
聖
教
目
録
の
変
遷
（
二
）

｜

補

遺
｜

徳

永

良

次

は

じ

め

に

本
稿
は
、
前
稿
の
続
き
と
し
て
、
前
に
言
及
出
来
な
か
っ
た
課

題
、
ま
た
、
そ
の
後
得
ら
れ
た
新
知
見
も
加
え
て
、
高
山
寺
に
お

け
る
聖
教
目
録
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
鎌
倉
時
代
の
明
恵
上
人
に
よ
る
創
建
以
来
、
寺
内
に
お
い

て
聖
教
目
録
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
つ
ま
り
、
前
稿
で
検
討
し
た
内
部
徴
証
に
よ
る
高
山
寺
聖
教

と
そ
の
目
録
の
変
遷
と
は
逆
に
、
聖
教
目
録
自
体
に
記
載
さ
れ
て

き
た
「
目
録
」
の
様
相
と
変
遷
を
辿
っ
て
い
く
。
次
に
、
現
存
す

る
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
寺
宝
の
経
過
に
つ
い
て
整
理
し

て
お
く
。

例
え
ば
、『
鳥
獣
人
物
戯
画
』、『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』を
主
要
な

寺
宝
と
し
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
絵
画
・
仏
像
等
に
つ

い
て
も
言
及
す
る
。
こ
れ
を
辿
る
こ
と
で
、
高
山
寺
資
料
と
そ
れ

を
記
載
し
た
聖
教
目
録
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
可
能
か
ど
う
か
考

え
て
み
た
い
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
目
録
類
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
在

の
よ
う
に
一
三
五
函
に
収
納
さ
れ
た
時
期
等
に
つ
い
て
考
察
す

る
。

一

高
山
寺
聖
教
と
目
録
の
記
録

高
山
寺
の
聖
教
の
重
要
性
は
、
国
語
史
研
究
上
、
極
め
て
価
値

の
高
い
資
料
が
大
量
に
、
か
つ
、
ま
と
ま
っ
て
現
存
し
て
い
る
こ
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と
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
も
平
安
時
代
後
期
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
聖
教
類
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
現
存
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
（
そ
れ
だ
け
な
ら
、
他
の
古
社
寺
に
も
存
在
し

て
い
る
）、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
聖
教
目
録
に
記
載
さ
れ
、
来

歴
が
判
明
し
て
い
る
と
い
う
点
で
希
有
な
存
在
で

注
一
）

あ
る
。

こ
の
高
山
寺
聖
教
は
鎌
倉
時
代
か
ら
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
き
て
い
る
が
、
し
ば
し
ば
所
属
・
編
成
替
え
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
度
に
聖
教
目
録
と
の
対
照
（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）
が
実
施
さ

れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
規
に
聖
教
目
録
が
作
成
し
直
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
す
で

に
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
前
稿
で
詳
述
し
た
通
り

で
あ
る
。

そ
の
時
々
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
聖
教
目
録
に
は
、
当
時
、
高

山
寺
が
保
有
し
て
い
た
他
の
目
録
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
を
辿
る
こ
と
で
、
寺
内
の
聖
教
目
録
が
時
々
の
高
山
寺
僧
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
変
遷

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
高
山
寺
に
現
存
し
て

い
る
聖
教
目
録
に
見
え
る
聖
教
目
録
や
そ
れ
に
関
連
す
る
と
考
え

ら
れ
る
記
事
を
、
可
能
な
限
り
年
代
順
に
抜
き
出
し
て
検
討
し
て

い
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
直
接
高
山
寺
聖
教
と
は
関
係

の
な
い
と
考
え
ら
れ
る
目
録
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に

関
係
な
い
資
料
は
除
外

注
二
）

す
る
。

鎌
倉
時
代
寛
喜
年
間
〜
建
長
以
前

こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
目
録
は
、
以
下
の
二
点
が
知
ら
れ
て

い
る
。

１

『
聖
教
目
録
禅
浄
房

灌
頂

』（
寛
喜
三
年
、
建
長
三
年
）

こ
の
聖
教
目
録
は
、
禅
浄
房
の
次
の
目
録
と
一
体
の
も
の
と
し

て
作
成
さ
れ
た
灌
頂
に
関
す
る
目
録
で
あ
る
。
前
半
は
、
明
恵
上

人
の
弟
子
で
あ
る
空
達
房
定
真
が
寛
喜
三
年
に
作
成
し
た
こ
と
が

第
八
紙
に
記
載
さ
れ
た
自
筆
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
。
以
降
、
建
長

三
年
に
、
義
淵
房
霊
典
が
一
箱
を
追
加
し
目
録
を
編
成
し
直
し
、

あ
わ
せ
て
校
合
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

禅
浄
房
（
空
弁
と
さ
れ
る
）
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
生
、

高
山
寺
資
料
に
は
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
か
ら
記
録
が
見
え
、

寛
喜
二
年
十
二
月
『
梵
網
経
記
』
の
書
写
奥
書
に
「
病
中
右
筆
奉

書
写
畢
」
と
あ
る
記
事
で
途
絶
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
山
寺
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に
お
い
て
は
明
恵
上
人
よ
り
十
一
歳
年
下
で
晩
年
の
弟
子
で
あ
る

こ
と
、
十
点
程
度
の
聖
教
書
写
・
校
合
に
従
事
し
、
時
に
明
恵
上

人
の
代
理
と
し
て
説
戒
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
禅
浄
房
の
事
蹟
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
次

の
２
（
仮
称
）『
聖
教
目
録
禅
浄
房

書
籍

』
と
、
本
資
料
『
聖
教
目
録
禅
浄
房

灌
頂

』

と
の
二
点
が
作
成
さ
れ
る
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
高
山
寺
に
お
い

て
聖
教
を
管
理
す
る
立
場
で
あ
っ
た
か
と
見
ら
れ
る
人
物
で
あ

る
。目

録
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
は
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
寛
永
年
間

の
覚
深
法
親
王
の
命
に
よ
る
高
山
寺
再
建
に
伴
う
経
蔵
整
理
の
際

に
、『
法

臺
聖
教
目
録
下
巻
』
と
し
て
施
入
さ

注
三
）

れ
た
。

本
目
録
に
は
、
聖
教
目
録
に
関
す
る
記
事
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
以
下
の
よ
う
に
高
山
寺
経
蔵
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
記
事
が

あ
る
。

（
第
一
紙
）

一
合
上

在
経
蔵

（
第
四
紙
）

一
合
中

在
経
蔵

（
第
七
紙
）

一
合
下

在
経
蔵

（
全
文
抹
消
）

こ
こ
に
あ
げ
た
記
事
は
、
禅
浄
房
の
潅
頂
関
係
典
籍
が
上
中
下

三
箱
に
分
け
て
納
め
ら
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
る
「
在
経
蔵
」
の
書
き
入
れ
は
別
筆
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は

空
達
房
定
真
の
後
に
こ
の
目
録
を
再
整
備
し
た
義
淵
房
霊
典
に
よ

り
、
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
い
う
「
経
蔵
」
と
は
、
寺
内
に
あ
っ
た
東
西
経
蔵
の
内
、
東

経
蔵
を
指
す
と
考
え
ら

注
四
）

れ
る
。

２

仮
称
）『
聖
教
目
録
禅
浄
房

書
籍

』
所
在
不
明
『
禅
上
房
書
籍
欠
目

録
』
が
現
存
）

こ
の
資
料
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
代
わ
り
に
そ
の
欠
本
を
示
し

た
と
見
ら
れ
る
『
禅
上
房
書
籍
欠
目
録
』（
第
一
部
第
248
号
）
が
現

存
す
る
。
以
下
、
こ
の
『
禅
上
房
書
籍
欠
目
録
』（
以
下
、「
欠
目

録
」
と
略
称
す
る
）
か
ら
知
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
言
及

注
五
）

す
る
。

現
存
の
「
欠
目
録
」
を
見
る
に
、（
仮
称
）『
聖
教
目
録
禅
浄
房

書
籍

』
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は
少
な
く
と
も
四
十
六
箱
の
編
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

箱
の
編
成
は
、
前
半
が
真
言
関
係
典
籍
で
仏
典
、
儀
軌
、
続
い
て

次
第
、
抄
物
と
な
り
、
第
十
四
箱
は
弘
法
大
師
空
海
に
関
わ
る
典

籍
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
華
厳
・
法
華
経
関
係
典
籍
と

続
き
、
第
四
十
四
箱
以
降
は
、
漢
籍
・
辞
書
な
ど
外
典
が
納
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
成
は
「
禅
浄
房
」

と
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
一
人
の
僧
侶
に
よ
る
蔵

書
と
は
考
え
に
く
く
、
恐
ら
く
は
高
山
寺
の
公
的
管
理
に
基
づ
く

聖
教
目
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
奥
書
等
の
記
録
は

存
し
な
い
。
し
か
し
、
現
存
す
る
『
聖
教
目
録
禅
浄
房

灌
頂

』
の
一
次
奥

書
（
寛
喜
三
年
）
か
ら
考
え
る
に
、
鎌
倉
時
代
中
期
、
寛
喜
年
間

以
降
建
長
年
間
ま
で
の
成
立
で
あ
り
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
高
山

寺
聖
教
と
そ
の
目
録
整
備
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
資
料
と
見
ら
れ

る
。現

存
す
る
『
禅
上
房
書
籍
欠
目
録
』
を
見
る
限
り
、
聖
教
目
録

の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

鎌
倉
時
代
建
長
年
間

こ
の
時
期
に
高
山
寺
の
聖
教
に
対
す
る
目
録
の
大
規
模
な
整
備

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
目
録
作
成
は

明
恵
上
人
存
命
当
時
の
寛
喜
年
間
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
の

建
長
年
間
に
一
応
の
完
成
を
見
た
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
建
長
年
間
成
立
と
み
ら
れ
る
聖
教
目
録
と
関
連
資
料

を
あ
げ
て
お
く
。

３

『
高
山
寺
聖
教
目
録
』（
建
長
二
年
カ
）

鎌
倉
時
代
の
大
規
模
な
目
録
作
成
活
動
は
、
先
に
み
た
『
聖
教

目
録
禅
浄
房

灌
頂

』
の
第
二
次
の
作
成
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
建
長
二
年

か
ら
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
目
録
も

こ
れ
と
同
時
期
、
す
な
わ
ち
建
長
二
年
に
義
淵
房
霊
典
が
後
嵯
峨

院
の
命
に
よ
り
、
撰
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

注
六
）

れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
建
長
二
年
撰
進
と
い
う
事
を
示
す
確
実
な
資
料
は
、
全
く
見

い
だ
す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
江
戸
時
代
末
期
の
高

山
寺
僧
慧
友
と
推
定
さ
れ
る
後
補
包
紙
へ
の
書
き
入
れ
が
知
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
聖
教
目
録
は
、
次
の
『
高
山
寺
経
蔵
聖
教
真
言
書
目
録
』

と
一
具
と
し
て
作
成
さ
れ
た
目
録
で
、
高
山
寺
経
蔵
に
所
蔵
さ
れ

る
、
真
言
書
以
外
の
内
典
外
典
の
目
録
で

注
七
）

あ
る
。
こ
の
『
高
山
寺

― ―95
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経
蔵
聖
教
真
言
書
目
録
』
の
奥
書
が
建
長
三
年
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
資
料
も
建
長
年
間
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
当
時
の
東
西
経
蔵
い
ず
れ
の
聖
教
を
記
載
し
た
目
録

で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
全
く
別
種
の
聖
教
目
録
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
高
信
撰
述
と
さ
れ
る
『
高
山
寺
縁

起
』
の
東
経
蔵
部
分
の
記
事
に
「
此
外
華
厳
天
台
法
相
等
章
疏

真
言
書
籍
仏
像
等
納
之
目
録
別
在
之

」
と
あ
り
、
こ
こ
に
言
う
「
目
録
」

の
中
に
、
こ
の
二
本
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
え
な
く
も
な
い
。

本
稿
に
関
連
す
る
記
事
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
第
一
百
一
乙
）

此
之
外
顕
範
律
師
聖
教
一
合
目
録
具
書
籍

禅
忍
房
聖
教

林
月
房
施
入
聖
教
等
目
録
別
ニ
在
之

潅
頂
道
具
一
合
目
録
在
別

右
の
よ
う
に
、
本
資
料
に
見
え
る
当
時
の
記
事
か
ら
、
こ
の
時

代
、
目
録
に
は
す
で
に
他
の
聖
教
目
録
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
載
さ
れ
て
い

る
聖
教
目
録
は
二
点
（
正
確
に
は
三
点
）
の
み
で
、
先
に
取
り
上

げ
た
１
、
２
の
禅
浄
房
関
係
の
聖
教
目
録
や
、
東
西
経
蔵
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
一
切
経
の
目
録
は
見
え

注
八
）

な
い
。

「
顕
範
律
師
聖
教
」
と
「
禅
忍
房
聖
教

林
月
房
施
入
聖
教
等
」

は
現
在
は
一
巻
に
ま
と
め
た
聖
教
目
録
と
し
て
現
存
す
る
。た
だ
、

こ
こ
に
言
う
「
等
」
が
具
体
的
に
何
を
示
す
か
に
つ
い
て
は
不
明

で
注
九
）

あ
る
。
あ
る
い
は
、
現
存
す
る
第
一
部
第
249
号
の『
聖
教
目
録
』

に
あ
る
「
理
行
房
聖
教
目
録
」
か
と
も
推
定
さ
れ
る
が
確
証
は
な

い
。

４

『
高
山
寺
経
蔵
聖
教
真
言
書
目
録
』（
建
長
三
年
）

先
の
、
３
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
と
一
具
の
も
の
と
見
な
さ
れ

る
聖
教
目
録
で
あ
る
。
建
長
三
年
、
十
眼
房
長
真
の
作
成
に
な
る

も
の
で
、
奥
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
奥
書
）

第
十
三
（
抹
消
）

潅
頂
道
具
一
合
目
録
道
具
櫃
納
之
在
東
経
蔵

（
別
筆
）

已
上
十
五
合
一
所
置
之
高
尾
上
人

御
坊
御
書
等
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建
長
三
年
辛亥

四
月
六
日
校
勘
之
了

長
真
記
之

先
述
し
た
通
り
、
本
資
料
は
寺
内
経
蔵
の
真
言
書
に
関
す
る
所

蔵
目
録
で
あ
り
、『
高
山
寺
聖
教
目
録
』は
真
言
書
以
外
の
書
籍
目

録
と
い
う
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
真
言
書
」
は
東

経
蔵
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
り
検
討
を
要

注
十
）

す
る
。

本
資
料
に
見
ら
れ
る
聖
教
目
録
の
記
事
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

（
真
第
八
）

小
野
抄
目
六
一

（
真
第
十
五
）

根

大

本
○

和
尚
真
跡
策
子
目
録
一

（
巻
末
奥
書
）

潅
頂
道
具
一
合
目
録
道
具
櫃
納
之
在
東
経
蔵

（
別
筆
）

目
録
内
に
記
載
さ
れ
た
「
小
野
抄
目
六
」
は
真
言
宗
小
野
流
の

い
ず
れ
か
の
書
籍
目
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
高
山
寺
の
聖
教
目

録
と
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、（
真
第
十
五
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
根
本
大
和
尚
真
跡
策
子
目
録
」
は
、
弘
法

大
師
空
海
が
中
国
か
ら
請
来
し
た
三
十
帖
策
子
に
つ
い
て
の
目
録

で
あ
る
。
本
資
料
は
、
高
山
寺
経
蔵
に
現
存
し
て
お
り
、
表
紙
に

「
真
十
五
」
の
識
語
が
あ
り
、
こ
れ
と
矛
盾
し
な
い
。

巻
末
奥
書
の
別
筆
記
事
は
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
に
も
同
様
の

記
載
が
あ
り
、
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
未
勘
で
あ
る
。
こ
の

記
載
は
別
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
後
世
、
建
長
以
降
い
ず

れ
か
の
時
期
に
所
属
替
え
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
先
の
「
根
本
大
和
尚
真
跡
策
子
目
録
」
が
真
十
五
箱
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
後
年
、
追
加
し
て
施
入
し
た

も
の
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
聖
教
目
録
類
を
『
高
山
寺
聖
教

目
録
』同
様
、
意
識
的
に
巻
末
に
特
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、「
目
録
道
具
櫃
納
」と
い
う
書
き
入
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
「
目
録
」
が
具
体
的
に
何
を
示
す
の
か
、
潅
頂
道
具

に
つ
い
て
の
目
録
で
あ
る
の
か
、「
聖
教
目
録
」
と
「
潅
頂
道
具
」

を
と
も
に
櫃
に
納
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
現
状
で
は
不
明
で

あ
る
。
道
具
に
つ
い
て
の
目
録
で
あ
る
な
ら
、「
目
録
道
具
」と
せ

ず
「
道
具
目
録
」
と
す
る
方
が
自
然
と
も
思
わ
れ
る
が
断
定
す
べ
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き
証
拠
が
な
い
。

５

『
高
山
寺
縁
起
』（
建
長
五
年

推
定
）

本
資
料
は
、
聖
教
目
録
に
関
し
て
の
一
次
資
料
と
は
言
え
な
い

も
の
の
、
創
建
当
時
の
高
山
寺
の
概
要
を
知
る
上
で
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
神
尾
山
の
開
祖
と
さ
れ
る
明
恵
上
人

の
弟
子
、
順
性
房
高
信
の
作
成
と
い
う
。
そ
の
奥
書
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
／
は
改
行
を
示
す
。

建
長
五
年
辛丑

三
月
日

依
蒙

仰
随
勘
得
粗
注
進
之

沙
門
高
信

寫
本
云

弘
安
九
年
十
月
七
日
書

神
尾
山
本
申
野
於
（ママ）

北
尾
首
尾
三
日
書
写
了
比
丘
尼
正
念

于
時
永
正
十
一
稔
應
鐘
中
九
日
於
西
山
高
山
寺
東
坊
方
便
智
院
草

庵
以
善
財
院
御
本
如
形
／

写
之
者
也
殊
更
■
折

軽
賤
之
間
且
雖
愚
案
後
日
可
加
清
書
之
間

染
悪
筆
畢
／

求
道
貧
愚
弁
朝
従
年

廿
五
才

（
別
筆
）

「
天
文
第
五
丙
申
七
月
十
七
日
以
虫
払
之
次
少

披
見
之
未
校
本

也
求
得
証
本
可
校
合
者
也
／

権
少
僧
都

怡
（
花
押
）

永
禄
五
二
廿
二
以
私
本
之
古
本
校
合
了
」

本
資
料
は
、
建
長
五
年
に
高
信
が
作
成
し
、
弘
安
九
年
に
正
念

が
書
写
し
た
も
の
を
、
永
正
十
一
年
に
善
財
院
本
を
以
っ
て
方
便

智
院
第
九
世
明
律
上
人
弁
朝
が
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
建
長
五
年
の
高
信
に
よ
る
原
本
で
は
な
い
も
の
の
、
鎌
倉

時
代
中
期
、
建
長
年
間
当
時
の
高
山
寺
の
偉
容
を
具
体
的
に
知
る

こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
。

本
資
料
の
内
容
の
概
略
を
示
せ
ば
、
寺
内
塔
頭
に
つ
い
て
の
詳

細
な
記
述
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
に
所
蔵
・
安
置
さ
れ
て
い
る
聖
教
・

仏
画
・
仏
像
の
記
録
、
関
連
す
る
逸
話
、
行
事
等
の
記
事
に
至
る

ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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以
下
、
本
稿
に
関
連
す
る
記
事
を
列
記
す
る
。

（
９
オ
）

一
、
経
蔵
二
宇

東
経
蔵

本
是
羅
漢
堂
東
辺
立
之
而
羅
漢
堂
造
立
之
刻
於
石
水
院
西
岸
移

造
之
且
怖
火
難
遠
人
煙
也

奉
納
一
切
経
附
貞
元
録

合
大
小
乗
経
律
論
及
賢
聖
集
等

惣
一
千
二
百
三
十
八
部

合
五
千
三
百
五
十
一
巻
内

欠又
本
四
十
四
巻
見
在
五
千
三
百
七
巻
信
行
禅
師
三
階
仏
法
等
已

下
四
十
四
巻

欠火
而
相
当
上
人
十
三
年
之
忌
辰
続
彼
欠
本
満
一
部
畢

（
９
ウ
）

此
外
華
厳
天
台
法
相
等
章
疏

真
言
書
籍
仏
像
等
納
之
目
録
別
在
之

（
10
オ
）

西
経
蔵

奉
納
一
切
経
唐
本
福
州
本
云

合
大
小
乗
経
律
論
賢
聖
集
等
六
千
三
百
三
十
九
巻

中
央
奉
安
置
木
像
大
日
如
来
像
一
躯

右
一
切
経

経
蔵
法
性
寺
刑
部
入
道
不
知
実
名

所
沙
汰
進
也

こ
の
記
事
は
、
個
別
具
体
的
な
聖
教
目
録
を
記
載
し
た
も
の
で

は
な
い
も
の
の
、
高
山
寺
草
創
期
の
中
心
経
蔵
が
東
西
に
分
か
れ

て
二
宇
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
蔵
に
一
切
経
が

あ
り
、
か
つ
、
東
経
蔵
に
は
華
厳
天
台
法
相
お
よ
び
真
言
書
籍
、

そ
れ
に
仏
像
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
所
蔵
目
録
も
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
目
録
が
具
体
的
に
何
を
示
す
の
か
定

説
を
見
な
い
が
、
一
説
に
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
と
『
高
山
寺
経

蔵
聖
教
真
言
書
目
録
』
が
そ
れ
で
あ
る

注
十
一
）

と
す
る
。

室
町
時
代
文
明
末
頃
（
十
五
世
紀
末
）

６

『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』（
旧
目
録
）（
第
四
部
一
九
九
函
２
、

同
一
七
七
函
89
、
第
一
部
243
、
242
）

高
山
寺
内
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
る
「
方
便
智
院
」
は
、
明
恵
上

人
の
弟
子
空
達
房
定
真
を
第
一
世
と
す
る
由
緒
あ
る
僧
坊
で
あ

り
、
当
初
か
ら
経
蔵
が
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
方
便
智
院
の

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
の
仁
真
書
写
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本
の
奥
書
に
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

注
十
二
）

て
い
る
。

そ
の
経
蔵
と
、
現
在
知
ら
れ
る
『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』
と
の

間
に
い
か
な
る
関
係
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
に
解
明
さ
れ

た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』

の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
定
説
を
見
な
い
。
現
存
す
る
目
録
は
い

わ
ゆ
る
「
旧
目
録
」
と
さ
れ
る
室
町
時
代
文
明
年
間
書
写
と
目
さ

れ
る
資
料
が
合
計
三
冊
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
・

来
歴
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
如
何
な
る
過
程
を
経
て
現
在
の
三

冊
に
至
っ
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
他
に
は
、
江

戸
時
代
に
通
称
「
新
目
録
」
と
呼
ば
れ
る
『
方
便
智
院
聖
教
目
録

付
御
流
目
録

諸
目
六

』（
第
一
部
第
一
九
三
号
９
）一
巻
が
あ
る
の
が
す
べ
て
で

あ
っ
て
、
他
の
高
山
寺
古
目
録
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
遡
る
も
の

は
現
存
し
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
塔
頭
と
し
て
の
方
便
智
院
は
研
究
が
進
ん
で

い
る
が
、
そ
の
所
蔵
目
録
と
し
て
の
成
立
の
事
情
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
推
論
を
排
し
て
現
状
を
眺
め
れ
ば
、
室
町
時
代
中
期
の

収
蔵
体
系
が
知
ら
れ
る
ば
か
り

注
十
三
）

で
あ
る
。

さ
て
、
本
資
料
に
は
次
の
よ
う
に
、
高
山
寺
聖
教
に
関
す
る
目

録
を
意
識
的
に
収
蔵
し
た
と
み
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
。
以
下
、
関

連
す
る
部
分
を
記
載
順
に
抜
書
す
る
。
当
該
資
料
の
目
録
上
の
分

類
標
目
を
「

」
に
、
位
置
は
冊
・
丁
付
け
を
（
一
６
オ
）
の
よ

う
に
示
し
て
お
く
。（

）内
の
一
は
第
一
冊
目
、
６
オ
は
記
載
位

置
で
あ
る
。

一
６
オ
）

「
潅
頂
」

小
野
経
蔵
目
録

一
13
オ
）

「
第
九
秘
録

」

高
山
寺
経
蔵
聖

教
）

□

勧
修
寺
慈
尊
院
□

小
野
抄
目
録
禅
門
作
目
録
／
常
喜
院
作

貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻

上○

下

□
録

（
一
13
ウ
）

法

臺
聖
教
目
録
中

大
和
上
御
策
子
等
目
録

真
言
宗
所
学
目
録

根
本
大
和
尚

真
）

□
跡
策
子
目
録
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常
暁
入
唐
目
録

目
録

伝
教
等
諸
師
作
書
目

目
録

大
師
御
作
目
録
□

御
作
目
録

伝
法
院

顕
密
書
籍
目
録

十
無
盡
院
聖
教
目
録

正
達
御
房
御
伝
書
目
録

道
具

「
第
九
勧
私
三

」

一
15
オ
）

真
言
目
録

二
２
ウ
）

「
勧巻

内
上
（
抹
消
）
第
十
三
■醍

上

」

真
傳
目
録

「
第
卅
八
秘
抄
上

」

二
23
ウ
）

真
言
宗
所
学
目
録

根
本
大
和
尚
真
跡
策
子
目
録

五
大
院
真
言
抄
目
録

伝
教
等
諸
師
作
書
目
録

真
言
所
傳
目
録

大
師
御
作
目
録

御
作
目
録
傳
法
院
御
経
蔵
本

顕
密
書
籍
目
録

東
寺
一

十
無
盡
院
聖
教
目
録

常
喜
院

正
達
正
達
御
房
御
伝
書
目
録

二
26
ウ
）

「
第
四
十
秘
録

」

真
言
八
家
惣
録
上
中
下
二
本
有
之

高
山
寺
経
蔵
聖
教
真
言
書
目
録

勧
修
寺
慈
尊
院
経
蔵
書
籍
目
録

小
野
抄
目
録
禅
門
作
目
録
法
三
御
作
目
録

常
喜
院
作
目
録
新
左
秘
録

貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
上
下

常
□
□
□

法

臺
聖
教
目
録
中

大
和
上
御
策
子
等
目
録

二
32
ウ
）

「
第
四
十
六
木
禾

」

目
六
小
箱

此
目
六
外

春
日
御
宅
□
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上
人
御
筆
雑
々
一
結
入
之

「
第
四
十
七
教
相
下

御
作

」

五
十

三
３
ウ
）

真
言
宗

所初
学
書
目
録

新
請
来
目
録
二
本

三
４
オ
）

御
作
目
録

「
第
七
十
善
知
識
讃
嘆嘆

」

三
又
25
オ
）

真
言
目
録

本
資
料
に
は
高
山
寺
所
蔵
に
か
か
る
聖
教
目
録
が
、
ま
と
ま
っ

た
形
で
三
カ
所
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
位
置
は
、
一
冊
目

の
13
丁
表
「
第
九
秘
録

」
と
、
二
冊
目
23
裏
「
第
卅
八
秘
抄
上

」
と
同

26
裏
「
第
四
十
秘
録

」
で
あ
る
。

た
だ
、
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
教
目
録
を
見
る
と
大
部
分
で
重
複

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
一
冊
目
の
聖
教
目
録
は
13

丁
表
裏
面
と
も
に
墨
書
に
て
大
き
く
×
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

聖
教
目
録
の
記
載
順
も
、
一
冊
目
を
基
準
に
見
る
と
、
二
冊
目

は
26
丁
裏
が
最
初
で
、
続
け
て
23
丁
裏
へ
と
連
続
す
る
形
で
三
点

ほ
ど
一
致
し
な
い
聖
教
目
録
が
あ
る

注
十
四
）

も
の
の
、
配
列
は
完
全
に
一

致
す
る
。

つ
ま
り
、
一
度
は
一
冊
目
に
一
括
し
て
記
載
さ
れ
た
聖
教
目
録

が
、
何
ら
か
の
理
由
で
新
た
に
第
二
冊
目
に
記
載
位
置
が
変
更
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
二
冊
目
の
記
載
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
も
、

本
来
は
26
裏
が
最
初
で
あ
っ
て
、23
裏
に
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

結
局
は
、
当
初
「
第
九
秘
録

」
に
一
括
し
て
記
載
さ
れ
た
聖
教
目
録

は
、
後
に
「
第
四
十
秘
録

」
へ
と
変
更
し
た
も
の
が
、
現
存
す
る
『
方

便
智
院
聖
教
目
録
』（
旧
目
録
）
の
姿
な
の
で
あ
る
。

「
第
四
十
六
木
禾

」（
二
32
ウ
）
に
あ
る
「
目
六
小
箱
」
の
記
事
は
、

本
稿
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
が
、
原
紙
の
下
半
分
を
欠
い
て

お
り
、
具
体
的
に
ど
の
「
目
録
」
を
示
す
の
か
、
内
実
は
不
明
で

あ
る
。

た
だ
、
こ
の
時
期
に
、
本
資
料
に
お
い
て
聖
教
目
録
を
一
括
し

て
保
管
・
整
理
し
よ
う
と
い
う
明
確
な
意
思
が
見
え
る
の
は
注
目
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す
べ
き
で
あ
る
。

江

戸

時

代

７

『
方
便
智
院
聖
教
目
録
付
御
流
目
録

諸
目
六

』（
新
目
録
）（
第
一
部
第
一
九

三
号
﹇
９
﹈）

江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
十
年
前
後
に
、
仁
和
寺
の
覚
深
法
親
王

の
命
に
よ
り
、
高
山
寺
の
復
興
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
経
蔵
も

大
規
模
な
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
聖
教
類
整
備
に
よ

り
新
た
に
作
成
さ
れ
た
目
録
が
本
書
で
あ
る
。
奥
書
は
な
い
も
の

の
、
現
在
、
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
193
号
と
し
て
木
箱
に
一
括
さ

れ
た
七
種
の
聖
教
目
録
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
期
の
製
作

と
見
て
齟
齬
は
な
い
。

室
町
時
代
に
作
成
さ
れ
た
『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』（
旧
目
録
）

が
、
戦
乱
等
の
理
由
で
相
当
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
新
規
に
二

十
箱
に
ま
と
め
、
箱
番
号
も
改
編
し
、
さ
ら
に
新
た
に
「
御
流
」

聖
教
を
追
加
し
た
も
の
が
本
資
料
で
あ
る
。
そ
の
際
、
旧
目
録
に

あ
っ
た
聖
教
目
録
の
部
分
は
現
存
し
て
い
る
も
の
を
一
括
し
巻
末

に
「
諸
目
録
」
と
し
て
特
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

金
水
敏
氏
は「（
方
便
智
院
聖
教
目
録
の
新
目
録
に
あ
る
朱
書
書
入

レ
は
）
古
目
録
の
七
十
余
合
（
箱
）
に
つ
い
て
、
現
在
見
え
る
分

を
拾
い
集
め
て
二
十
合
に
納
め
、
新
た
に
一
巻
と
し
、
併
せ
て
御

流
の
二
合
と
諸
目
録
の
一
合
を

注
十
五
）

付
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
補
足
す
る
な
ら
、「
諸
目
録
」の
内
訳
は『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』

（
旧
目
録
）
の
「
第
四
十
秘
録

」
に
集
め
ら
れ
た
、
鎌
倉
時
代
以
降
、

高
山
寺
に
伝
来
し
た
聖
教
目
録
を
「
古
目
六
」
と
し
、
新
た
に
寛

永
年
間
に
作
成
し
た
一
連
の
目
録
と
合
わ
せ
て
巻
末
に
記
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、「
都
納
一
合
」と
あ
る
よ
う
に
、
か

つ
て
は
古
目
録
、
新
目
録
が
一
括
し
て
一
つ
の
箱
に
収
め
ら
れ
て

い
た
様
子
も
知
ら
れ
る
。

こ
れ
が
、
現
在
の
高
山
寺
経
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
第
四
部
第

一
三
五
箱
の
当
初
の
姿
で
あ
る
。

（
第
一
紙
）

方
便
智
院
聖
教
目
録
付
御
流
目
録

諸
目
六

「
東
第
十
四
」

（
第
八
紙
）（
原
第
二
十
紙
）

真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
一
巻
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「
東
第
十
六
」

（
第
十
二
紙
）（
原
第
二
十
四
紙
）

上
人
製
作
目
録

花
厳
宗
血
脈
一
巻
切
紙

（
第
十
三
紙
）（
原
第
二
十
五
紙
）

諸
尊
法
目
録
一
巻

（
第
十
四
紙
）（
原
第
二
十
六
紙
）

「
東
第
十
七
」

儀
軌
本
経
私
記
等
目
録
一
巻

（
第
十
七
紙
）（
原
第
二
十
九
紙
）

已
上
方
便
智
院
廿
合
目
六

（
朱
書
）

「
御
甲

」

（
第
十
八
紙
）（
原
第
三
十
紙
）

尊
法
目
録
澤

一
帖

野
月
私
抄
目
六
一
紙

「
御
乙

」

（
第
三
十
一
紙
）（
原
第
三
十
一
紙
）

尊
容
鈔
目
録
一
巻

深
秘
抄
目
六
一
巻
切
紙

廟
抄
目
六
一
巻
切
紙

「
諸
目
録
」

（
第
三
十
二
紙
）（
原
第
三
十
二
紙
）

刑
部
入
道
渡
進
西
経
蔵
（
朱
書
）

唐
本
一
切
経
目
録
上
下

高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
一
巻

法

臺
聖
教
目
録
上
中
下
欠

顕
聖
教
目
録
一
巻

禅
上
房
書
籍
欠
目
録
一
巻

聖
教
目
録
禅
浄
房

灌
頂

一
巻

林
月
坊
等
聖
教
目
録
一
巻

方
便
智
院
聖
教
目
録

二
帖

東
経
蔵
本
尊
御
道
具
已
下
請
取
目
録
一
巻

高
山
寺
印
一
枚

― ―86

（

）

九
三

高山寺における聖教目録の変遷（二)(徳永)



已
上
古
目
六
分

高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
一
巻
「
写
古
目
六
欠
分

除
朱
墨
之
鉤
点
」（
朱
書
）

法

臺
聖
教
目
録
上
中
下
「
上
中
写
古
目
六
欠
分
除
朱
墨

之
点
下
巻
新
補
闕
了
」（
朱
書
）

顕
聖
教
目
録
上
下
「
古
目
六
甲
乙
外
作
一
巻

仍
題
号
上
下
」（
朱
書
）

方
便
智
院
聖
教
付
御
流

諸
目
六

目
録
一
巻

古
目
録
七
十
余
合
今
見
在

分
拾
聚
納
之
二
十
合
新

作
一
巻

付
御
流
二
合
諸

目
六
一
合
了
（
朱
書
）

入
子
六
合
目
六
一
巻
「
無
古
目
六

新
記
之
」（
朱
書
）

已
上
新
目
録
分

「
都
納
一
合
」（
朱
書
）

右
に
あ
げ
た
「
目
録
」
部
分
の
中
で
、「
東
第
十
七
」
ま
で
は
、

個
別
の
聖
教
に
対
す
る
目
録
で
あ
る
。「
御
」の
甲
乙
部
分
は
、
覚

深
法
親
王
の
施
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、「
諸
目
録
」の
み
が
高
山
寺
の
聖
教

目
録
群
と
し
て
、
一
括
さ
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

８

「
古
文
書
等
入
日
記
」（
高
山
寺
古
文
書

第
一
部
273
）

は
さ
み
箱

入
日
記

（
中
略
）

（
紙
背
）

已
上

之
内
納
之
一
巻
目
六
載
了

寛
永
十
一
六
月
廿
一
日

顕
経
蔵
有
之
聖
教
箱
之
内
取
出
分

一
六
帖
重
書
東
箱
納
之

一
遺
告
一
帖
御
流
甲
箱
納
之

同
有
之
絵
箱
内

一
両
界
万
タ
ラ

五
幅

一
縄
床
樹
御
影

一
幅

一
花
厳
祖
師
影

二
幅

一
涅
槃
像

一
幅

一
文
字
種
子
上
人
筆

一
幅

一
八
字
文
殊
種
子
上
人
筆

一
幅

已
上
顕
経
蔵
目
録
載
分
也

こ
の
文
書
の
記
載
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『

入
子
六
合
目

録
』
の
形
成
過
程
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
波
線
を
付
し
た
部
分

は
、
①
当
時
の
「
顕
経
蔵
」（『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
に
該
当
す
る
）

か
ら
「
六
帖
重
書
」
と
「
遺
告
」
を
取
出
し
、『
方
便
智
院
聖
教
目

録
』（
新
目
録
）
に
対
応
す
る
「
東
箱
」
に
収
蔵
替
え
を
し
た
。
②
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同
じ
く
「
顕
経
蔵
」
に
あ
っ
た
「
絵
箱
」
の
中
か
ら
「
両
界
万
タ

ラ
」
他
を
取
り
出
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

②
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
処
置
を
行
っ
た
の
か
不
明

で
あ
る
。
②
部
分
に
記
載
さ
れ
た
絵
画
は
現
存
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
聖
教
目
録
と
の
対
応
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
建
長
年
間

の
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
末
尾
の
「
一
百
一
乙
」
箱
内
に
あ
る
こ

と
を
示
す
も
の
と
も
見
ら
れ
る
が
、
後
世
の
作
品
も
含
ま
れ
て
お

り
（
例
え
ば
「
花
厳
祖
師
影
」
の
作
成
年
代
は
室
町
時
代
と
さ
れ

る
）
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
寛
永
十
年
の
聖
教
と
聖
教
目
録
の
整
備
が

終
了
し
た
後
に
も
、
引
き
続
き
整
備
が
実
施
さ
れ
所
属
替
え
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

近

代

９

『
宝
物
寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』
二
種

本
資
料
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
限
り
二
点
が
存
在
し
て
い
る
。

仮
に
、
記
載
年
代
の
順
に
第
一
次
版
、
第
二
次
版

注
十
六
）

と
す
る
。

ま
ず
、
第
一
次
版
に
つ
い
て
述
べ
る
。
作
成
時
期
は
、
識
語
に

よ
る
と
、
明
治
十
八
年
七
月
二
日
で
あ
り
、
当
時
の
高
山
寺
住
職

錦
小
路
証
成
師
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
。
明
治
期
の
高

山
寺
経
蔵
に
お
け
る
聖
教
の
収
蔵
状
況
を
物
語
る
も
の
と
し
て
極

め
て
重
要
な
資
料
と
言
え
る
。
表
紙
に
、「
明
治
十
八
年
七
月
二
日

改
正
新
写
京
府
庁

法
務
□
所
□
」
と
い
う
書
込
が
あ
り
、
こ
れ

が
作
成
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
の
随
所
に
、
検
印
と
お
ぼ
し

き
「
封
」
と
い
う
印
記
や
欄
外
な
ど
に
丸
印
や
「
同
」、「
一
項
」、

「
第
七
項
」な
ど
の
書
き
入
れ
か
ら
、
実
際
の
高
山
寺
蔵
書
等
が
点

検
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
、
下
書
き
・
点

検
用
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

全
体
の
構
成
は
、

宝
物
部

什
物
部

什
物
追
加
之
部

（
法

臺
聖
教
）（
注

資
料
に
は
記
載
が
な
く
仮
称
）

高
山
寺
法

臺
古
文
書

の
五
分
類
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
宝
物
、
聖
教
、
文
書
な
ど

を
記
載
す
る
。（
法

臺
聖
教
）以
外
は
基
本
的
に
は
一
点
ず
つ
名

― ―84

（

）

九
五

高山寺における聖教目録の変遷（二)(徳永)



称
（
書
名
）、
点
数
を
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
筆
者
（
作
者
）、
体

裁
量
目
等
の
情
報
を
記
載
す
る
。

次
に
、
第
二
次
版
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
一
次
版
に
な
ら
っ
て

構
成
を
示
す
。

宝
物

什
物
部

寄
附
物
部

高
山
寺
法

臺
聖
教
目
録

宝
物
之
内

高
山
寺
法

臺
古
文
書

本
資
料
は
、
第
一
次
版
の
浄
書
版
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
第
一
に
、
本
資
料
に
は
、
奥
書
部
分
に
「
明
治
十
八
年
七
月

二
日
」
の
上
か
ら
墨
書
で
「
九
月
十
二
日
」
と
上
書
訂
正
し
て
お

り
、
時
期
的
に
僅
か
に
第
一
次
版
よ
り
下
る
。
第
二
に
、
奥
書
部

分
の
住
職
他
の
署
名
に
押
印
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
第

二
次
版
は
京
都
府
庁
へ
の
提
出
用
で
あ
り
、
実
際
に
提
出
さ
れ
て

い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
表
紙
裏
面
に
「
昭
和
十

三
年
五
月
卅
日
」
に
当
時
の
寺
主
土
宜
覚
了
師
に
よ
る
書
き
込
み

が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
高
山
寺
に
某
氏
か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
の
記

事
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
十
八
年
に
提
出
さ
れ
た
本
資
料
が
五

十
数
年
後
に
再
び
高
山
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。し

か
し
な
が
ら
、「
高
山
寺
法

臺
聖
教
目
録
」部
の
末
尾
に
は
、

右
者
悉
皆
写
経
聖
教
ニ
シ
テ
七
八
百
年
以
前
之
稀
世
之
珍

書
有
之
可
崇
重
尤
可
秘
蔵
者
也

明
治
十
八
年
五
月
三
十
一
日

と
い
う
書
き
込
み
が
あ
り
、
第
一
次
版
の
七
月
よ
り
早
い
時
期
の

記
事
も
あ
り
、
本
資
料
の
作
成
時
期
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
二
点
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
、
聖
教
目
録
に
関

す
る
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
次
・
二
次
に
分
け
て
「
宝

物
部
」
な
ど
の
所
属
部
名
と
と
も
に
記
載
順
に
示
す
。
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第
一
次
版

「
宝
物
部
」

（
五
オ
）

一

唐
本
一
切
経
目
録

同

箱
入

三
帖

「
什
物
部
」

（
七
ウ
）

一

活
字
板
一
切
経
目
録

但
経
巻
仕
立
五
巻
入

壱
筥

（
八
ウ
）

一

聖
教
目
録

箱
入

十
一
巻

（
三
三
ウ
）

「
東
十
三
」

一

同
（
潅
頂
）
目
録

一
巻

（
五
四
ウ
）

「
第
廿
四
」

一

高
山
寺
並
山
内
支
院
聖
教
目
録

一
箱

（
五
八
ウ
）

「
高
山
寺
法

臺
古
文
書
」

「
眼
箱
」

「
三
号
」

一

木
抄
入
目
六

壱
通

第
二
次
版

「
宝
物
」

（
四
ウ
）

一

唐
本
一
切
経
目
録

同

箱
入

三
帖

「
什
物
部
」

（
七
ウ
）

一

聖
教
目
録

写
本

九
巻
十
箱

（ママ）

（
八
オ
）

一

活
板
一
切
経
目
録

同

五
巻

（
三
一
ウ
）

「
東
十
三
」

一

同
（
潅
頂
法
則
）
目
録

一
巻

（
四
九
ウ
）

「
第
廿
四
」

一

高
山
寺

山
内
支
院
聖
教
目
録

一
箱

（
五
三
ウ
）

「
高
山
寺
法

臺
古
文
書
」
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「
眼
箱
」

「
三
号
」

一

木
抄
本

入
目
六

一
通

以
上
、
両
本
を
併
記
し
て
見
る
と
、
細
部
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。

一
次
版
を
基
準
に
見
る
と
、

①「
活
字
板
一
切
経
目
録
」
↓
「
聖
教
目
録
」
と
の
掲
載
順
が
逆
。

②「
聖
教
目
録
」
↓
十
一
巻
に
対
し
て
、
九
巻
。

③「
木
抄
」
↓
二
次
版
に
は
「
本
」、
空
白
の
後
「
入
目
六
」

こ
こ
で
は
、主
と
し
て
本
稿
に
関
す
る
異
同
の
み
を
挙
げ
た
が
、

実
際
に
は
両
本
の
間
に
は
、多
く
の
異
同
や
修
正
の
跡
が
見
ら
れ
、

第
一
次
版
で
点
検
・
修
正
が
施
さ
れ
た
浄
書
版
と
い
う
位
置
づ
け

が
第
二
次
版
な
の
で
あ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
右
の
②
で
、「
聖
教
目
録
」箱
の
内
容
が
当
初

十
一
巻
で
あ
っ
た
の
に
、
第
二
次
版
で
は
九
巻
に
減
じ
て
い
る
。

こ
の
九
巻
と
い
う
巻
数
は
、
現
在
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
と
し
て

登
録
さ
れ
、
聖
教
目
録
が
一
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
、
193
号
の
九

巻
と
一
致
す
る
。
こ
こ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
寛
永

期
の
聖
教
目
録
で
あ
り
、
実
際
に
利
用
・
管
理
す
る
目
的
で
、
現

存
聖
教
と
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
、
目
録
の
作
成
が
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

以
上
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
近
代
に
至
る
ま
で
の
聖
教
目
録
・
伝

記
類
・
文
書
等
か
ら
見
え
た
聖
教
目
録
の
保
管
と
整
理
の
過
程
を

概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

①
高
山
寺
創
建
当
初
か
ら
聖
教
目
録
は
一
括
し
て
収
蔵
す
る
意
図

が
見
え
る
。

②
こ
れ
が
、「
聖
教
目
録
群
」と
し
て
名
実
と
も
に
一
括
さ
れ
た
の

は
、
室
町
時
代
の
『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』（
旧
目
録
）
を
嚆
矢

と
す
る
。

③
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
寛
永
年
間
『
方
便
智
院

聖
教
目
録
』（
新
目
録
）
で
あ
る
。

④
明
治
期
に
も
目
録
の
構
成
は
変
化
が
な
い
が
、
そ
の
目
録
と
実

際
の
聖
教
と
の
対
応
関
係
失
わ
れ
て
い
る
。
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二

寺
宝
か
ら
見
る
聖
教
目
録

次
に
、
高
山
寺
に
伝
え
ら
れ
た
世
界
的
に
著
名
な
宝
物
の
記
録

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
べ
て
の
寺
宝
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
の
で
、
主
に
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』、『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
の

二
点
を
主
要
な
典
籍
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
重
要
典
籍
に
つ

い
て
も
言
及
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
資
料
と
聖
教
目
録
と
の
関
わ
り
を

検
討
す
る
。

10

「
仏
像
目
録
」（
第
二
〇
一
箱
７

20
）

高
山
寺
に
お
け
る
、
仏
像
・
仏
画
を
記
し
た
目
録
と
し
て
最
も

古
い
も
の
は
「
正
治
元
年
」
の
年
期
を
有
す
る
も
の
で
、
西
暦
一

一
九
九
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
、
明
恵
上
人
が
後
鳥
羽
院
か
ら
栂

尾
の
地
を
賜
り
高
山
寺
を
再
興
し
た
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
年
）

よ
り
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
と
は
別
の
場
所
で

作
成
さ
れ
た
目
録
と
仏
像
類
が
、
後
年
高
山
寺
に
施
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
追
筆
で
「
聖
教

箱
三
合
」
と
あ
る
書
入
れ
は
、

高
山
寺
僧
が
記
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。他
に
、『
高
山
寺
縁
起
』

の
東
経
蔵
部
分
の
記
事
に
「
此
外
華
厳
天
台
法
相
等
章
疏

真
言

書
籍
仏
像
等
納
之
目
録
別
在
之

」
と
あ
り
、
こ
こ
に
言
う
「
仏
像
」
や

「
目
録
」と
は
、
あ
る
い
は
こ
の
事
を
含
む
と
も
見
ら
れ
る
が
、
他

に
関
連
す
る
資
料
が
見
当
た
ら
ず
推
定
の
域
を
出
な
い
。

仏
像
目
録

両
界
曼
荼
羅
一
ゝ
二
幅

八
字
文
殊
曼
荼
羅
一
舗
二
幅
半

五
秘
蜜
一
舗
二
幅

愛
染
王
一
ゝ
一
幅
半

北
斗
曼
荼
羅
一
ゝ
二
幅

同
曼
荼
羅
一
幅
半
如
形

同
円
曼
荼
羅
一
ゝ
二
幅

薬
師
如
来
像
一
ゝ
一
幅
半

孔
雀
明
王
一
幅

尊
勝
曼
荼
羅
浄
円
房

愛
染
王
龍
蓮
房

恵
果
御
影

大
師
御
影

普
賢
延
命
一
幅

六
字
明
王
一
ゝ

弁
才
天
一
ゝ

計
都
星
影
像

四
天
王
像
各
一
ゝ

金
剛
夜
叉
一
ゝ

如
意
宝
珠
像

白
衣
像
唐
本

高
野
縁
起
二
巻

一
幅
薬
師
像
定
智
房

摩

幡
一
舗

（
追
筆
）

「
聖
教

箱
三
合
」

正
治
元
年
五
月
廿
九
日
（
花
押
）
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11

『
聖
教
目
録
禅
浄
房

灌
頂

』（
寛
喜
三
年
、
建
長
三
年
）

本
資
料
に
直
接
寺
宝
に
関
わ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。し
か
し
、

以
下
の
よ
う
に
「
宝
物
」
と
い
う
記
事
の
付
さ
れ
た
唐
櫃
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
唐
櫃
は
、
後
年
作
成
さ
れ
た

『
宝
物
寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』（
明
治
十
八
年
）
の
宝
物
部

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
黒
塗
辛
櫃
」
一
合
の
こ
と
を
示
し
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

（
第
十
紙
）

黒
漆
小
唐
櫃
一
合
納
仏
舎
利
大
師
御
筆
金
像
等
宝
物

右
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
た
種
々
の
「
宝
物
」
が
具
体
的
に
何
を

指
す
の
か
判
明
し
な
い
。
高
山
寺
に
現
存
す
る
、
い
ず
れ
の
寺
宝

と
関
連
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
態
で
あ
る
が
、
本
資
料
の
記
事
は
高
山
寺
草
創
期
に
お

い
て
、
す
で
に
い
わ
ゆ
る
寺
宝
と
い
う
も
の
を
認
識
し
て
お
り
、

一
括
し
て
収
蔵
し
よ
う
と
い
う
意
思
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

12

『
高
山
寺
聖
教
目
録
』（
建
長
二
年
カ
）

本
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
巻
末
に
見
ら
れ
る
。

（
第
一
百
一
乙
）

義
湘
元
暁
絵

能
恵
得
業
絵
等
納
一

合

兼
康
筆
絵
本
一
巻
此
ハ
禅
堂
院
ニ
在
之

前
述
し
た
通
り
、『
高
山
寺
聖
教
目
録
』の
一
百
一
乙
函
は
書
籍

以
外
の
寺
宝
類
と
聖
教
目
録
を
収
め
た
箱
で
あ
る
。
当
時
経
蔵
に

は
「
義
湘
元
暁
絵
」（
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
）
と
「
能
恵
得
業
絵
」（
能

恵
法
師
絵
巻
）
ほ
か
の
絵
本
が
一
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
内
、「
義
湘
元
暁
絵
」は
現
存
し
て
お
り
、
後
世

の
記
録
に
も
し
ば
し
ば
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。「
能
恵
得

業
絵
」
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
が
「
能
恵
法
師
絵
巻
」
ま
た
は

「
能
恵
法
師
絵
詞
」と
称
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
書
写
に
な
る
絵
画
が
広

隆
寺
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
種
の
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
残
念
な
が
ら
高
山
寺
に
は
現
存
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
禅
堂
院
に
は
「
兼
康
筆
絵
本
一
巻
」
が
あ
っ
た
。
こ
の

絵
本
の
内
容
、
お
よ
び
兼
康
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
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は
少
な
い
。
建
長
五
年
の
『
高
山
寺
縁
起
』
の
「
禅
堂
院
」
部
分

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の

事
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
禅
堂
院
一
宇
三
間
四
面

檜
皮
葺

（
中
略
）

毘
沙
門
善
知
識
西

兼
康
筆

禅
堂
院
の
西
面
持
仏
堂
に
華
厳
宗
に
関
係
す
る
仏
画
が
掛
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
「
善
知
識
」
の
仏

画
を
描
い
た
の
が
兼
康
で
あ
る
と
す
る
が
、
両
者
同
一
の「
絵
本
」

で
あ
る
の
か
は
未
勘
で
あ
る
。
同
時
代
の
絵
師
と
し
て
宗
内
兼
康

な
る
人
物
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
兼
康
と
時

期
的
に
は
該
当
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
確
証
は
な
い
。
後
述
す
る

が
、
こ
の
「
兼
康
筆
絵
本
」
が
禅
堂
院
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
「
善

知
識
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
治
以
降
の
記
録
に
も
見
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
以
降
長
年
に
亘
っ
て
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

本
目
録
に
は
、
寺
宝
の
名
称
が
明
確
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
が
、

聖
教
目
録
と
と
も
に
合
わ
せ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

13

『
高
山
寺
縁
起
』（
建
長
五
年

推
定
）

先
述
し
た
と
お
り
、
本
資
料
は
高
山
寺
草
創
期
の
状
況
を
知
る

貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
寺
宝
に
関
し
て
も
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
主
要
な
典
籍
の
み
抜
書
す
る
。

（
７
ウ
）

一
、
羅
漢
堂
一
宇

（
中
略
）

絵
像
十
六
羅
漢
一
舗
二
体
合
八
舗
俊
賀

法
橋
写
唐
本
施
入
之

（
８
オ
）

中
尊
唐
本
絵
像
釈
迦
三
尊
各
一
舗

遺
弟
信
慶
圓
道
房
施
入
之

同
絵
像
十
六
羅
漢
各
一
舗

上
人
在
生
之
時
嘉
禄
三
年
四
月
十
日
成
暹
威
儀
師
仁
和
寺
円
成
房

成
俊
真
弟
子

為
二
親
報
恩
施
入
之

同
絵
像
廿
天
一
舗
信
慶
施
入
之
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後
面
唐
本
絵
像
阿
弥
陀
如
来
一
舗
同
施
入

一
、
経
蔵
二
宇

東
経
蔵

（
中
略
）

（
９
ウ
）

此
外
華
厳
天
台
法
相
等
章
疏

真
言
書
籍
仏
像
等
納
之
目
録
別
在
之

（
13
ウ
）

抑
壇
上
所
備
仏
具
等
本
是
上
人
年
来
所
持
仏
具
也
而
彼
仏
具
上
人

昔
於
紀
州
白
上
峯
ニ一

練
行
之
時
於
仏
眼
尊
ノ

前
斬
右
耳
之
刻
彼
血

奔
散
テ

点
テ

本
尊
ノ

蓮
座
ノ

伽
器
等

其
血
朽
入
テ

于
今
不
失

遺
弟
等
依
貴
重
此
事
納
置
彼
仏
具
以
別
仏
具
所
居
改
也
為
決
後
日

之
疑
聊
以
記
子
細
矣

持
仏
堂
南
二
間
所
立
一
脚
縄
床
為
禅
所

縄
床
左
障
子
押
於
上
人
縄
床
樹
座
禅
真
影

自
上
人
在
世
在
之
擬
凡
僧
座
禅
之
影
云

恵
日
房
成
忍
筆
銘
即
上
人
自
筆
也

又
傍
安
慈
心
房
覚
真
民
部
卿
長
房
卿

真
影
成
忍

筆

中
略
）

南
面
学
問
所

右
壁
奉
懸
安

廬
舎
那
五
聖
曼
荼
羅
一
舗
成
忍
筆

最
後
本
尊
云

ａ
字
宮
殿
法
門
図
一
舗
宮
殿
同
筆

梵
漢
字
上
人
筆

毘
沙
門
天
霊
夢
像
一
舗
同
筆

こ
の
よ
う
に
、
寺
内
各
所
に
仏
像
・
絵
画
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

こ
の
内
、
経
蔵
の
部
分
（
９
ウ
）
に
記
載
さ
れ
た
「
仏
像
等
」

と
い
う
記
事
は
、『
高
山
寺
聖
教
目
録
』の
第
一
百
一
乙
に
見
え
る

「
義
湘
元
暁
絵

能
恵
得
業
絵
等
」を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
章

で
検
討
し
た
「
目
録
別
在
之
」
の
書
入
れ
も
関
連
を
伺
わ
せ
る
。

13
ウ
）
波
線
部
、
禅
堂
院
の
記
事
に
は
、「
仏
眼
尊
」、「
上
人

縄
床
樹
座
禅
真
影
」
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
も
高
山
寺
に
現
存
す
る

寺
宝
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
聖
教
目
録
等
に
記
録
は
見
ら
れ
な

い
。

三

特
に
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
に
つ
い
て

『
鳥
獣
人
物
戯
画
』に
つ
い
て
は
、
美
術
史
の
分
野
等
か
ら
多
く
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の
論
考
が
あ
り
、改
め
て
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

近
年
、
多
く
の
新
発
見
・
事
実
が
現
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
再
度
、

総
合
的
・
通
時
的
に
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
特
に
、

こ
れ
ら
寺
宝
が
ど
の
よ
う
に
保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
は
、
本
稿
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

14

『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
丙
巻
巻
末
書
入
れ

現
在
、
四
巻
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
の
丙

巻
に
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
入
れ
（
奥
書
と
す
る
場
合
が
多
い
）

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
も
著
名

な
作
品
な
が
ら
、
成
立
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
ば
か
り
か
、
い
つ
、

如
何
な
る
経
緯
で
高
山
寺
に
施
入
さ
れ
た
か
の
詳
細
を
示
す
確
実

な
証
拠
は
存
在
し
て
い
な
い
。
丙
巻
末
尾
に
以
下
の
書
入
れ
が
存

在
し
て
い
る
。

秘
蔵
々
々
絵
本
也

拾
四
枚
之
也

建
長
五
年
五
月
日
竹
丸
（
花
押
）

建
長
五
年
は
、
高
山
寺
で
は
『
高
山
寺
縁
起
』
が
高
信
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
も
し
、
こ
の
時
に
高
山
寺
に
施
入
さ

れ
て
い
た
な
ら
、
何
ら
か
の
記
載
が
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る

が
、
寺
内
の
資
料
や
聖
教
目
録
に
は
一
切
記
録
を
見
出
す
こ
と
が

出
来
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
以
下
の
言
及
が
最
新
か
つ
包
括

的
で
あ
る
。

「
こ
の
段
階
（
筆
者
注

丙
巻
末
の
建
長
五
年
を
表
す
）
で
鳥
獣

戯
画
が
高
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
奥
書
を
記
し
た
「
竹
丸
」
は
、
そ
の
実
態
は

不
明
な
が
ら
出
家
前
の
男
子
の
名
で
、
鎌
倉
時
代
半
ば
頃
の
高
山

寺
の
性
格
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
子
弟
が
い
た
と
は
考
え
に
く

い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
鳥
獣
戯
画
は
高
山
寺
と
は
別
の

場
所
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
高
山
寺
の
目
録
類
に
も

鳥
獣
戯
画
の
名
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
も
、
こ
の
可
能
性
を
高
め

る
。」（
土
屋
貴
裕
「
高
山
寺
の
至
宝
｜

鳥
獣
戯
画
と
明
恵
上
人

ゆ
か
り
の
美
術
｜

」、
図
録
『
特
別
展
鳥
獣
戯
画
京
都
高
山
寺
の

至
宝
』、
東
京
国
立
博
物
館
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
）

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
内
部
に
記
載
さ
れ
た
書
入
れ
か
ら
も
、
高

山
寺
の
鎌
倉
時
代
の
聖
教
目
録
に
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

― ―76

（

）

一
〇
三

高山寺における聖教目録の変遷（二)(徳永)



見
て
も
、『
鳥
獣
人
物
戯
画
』は
、
後
年
に
な
っ
て
新
た
に
高
山
寺

に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
時
期
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

15

『
東
経
蔵
本
尊
御
道
具
以
下
請
取
注
文
之
事
』（
永
正
十
六
年
）

『
鳥
獣
人
物
戯
画
』の
施
入
に
関
す
る
研
究
で
は
、
す
で
に
美
術

史
の
立
場
か
ら
多
く
の
論
考
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
最

も
先
駆
的
で
、
か
つ
、
確
実
な
論
拠
を
持
っ
て
言
及
し
て
い
る
の

は
、
福
井
利
吉
郎
氏
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
野
憲
示
氏
は
、
こ
の
資

料
を
写
真
複
製
を
付
し
て
紹
介
さ
れ

注
十
七
）

て
い
る
。
以
下
、
複
製
部
分

を
翻
刻
し
て
示
す
。

一

上
人
ノ

御
絵

上
中
下
以
上
三
巻

箱
一
ニ

入

一

義
湘
元
暁
ノ

絵
取
合
テ

六
巻
箱
一
ニ

入

一

シ
ヤ
レ
絵
三
巻
箱
一
ニ

入

（
中
略
）

此
分
東
御
房
江
渡
申
処
也

于
時
永
正
十
六
年
己卯

六
月
五
日

地
蔵
院

弁
助

一

顕
経
蔵
ノ

分
東
御
房
江

渡
申
箱
□
入

（
以
下
略
）

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
寛
永
年
間
に
作
成
さ
れ
た
目

録
『
方
便
智
院
聖
教
目
録
付
御
流
目
録

諸
目
六

』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え

る
。

「
諸
目
録
」

（
中
略
）

東
経
蔵
本
尊
御
道
具
已
下
請
取
目
録
一
巻

高
山
寺
印
一
枚

已
上
古
目
六
分

書
名
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
本
資
料

も
高
山
寺
の
目
録
と
し
て
認
知
さ
れ
、
か
つ
、「
古
目
六
」と
し
て

い
る
の
は
、
寛
永
期
の
聖
教
類
整
備
以
前
に
、
す
で
に
高
山
寺
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
野
氏
が
紹
介

し
て
い
る
本
資
料
の
記
事
と
矛
盾
し
な
い
。

現
時
点
で
、
こ
の『
東
経
蔵
本
尊
御
道
具
以
下
請
取
注
文
之
事
』
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の
具
体
的
な
内
容
を
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
右
の
記
事
か
ら
は

室
町
時
代
永
正
年
間
に
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
と
『
鳥
獣
人
物
戯

画
』
が
「
箱
一
ニ

入
」
れ
ら
れ
て
、
高
山
寺

注
十
八
）

東
経
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

奥
書
か
ら
は
、
こ
れ
ら
寺
宝
が
「
東
経
蔵
」
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
れ
を
高
山
寺
の
僧
房
の
一
つ
で
あ
る
地
蔵
院
弁
助
が「
東
御
房
」

へ
「
渡
」
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

地
蔵
院
は
、
仁
和
寺
の
信
厳
を
一
世
と
す
る
比
較
的
新
し
い
塔

頭
で
、
弁
助
は
そ
の
付
法
弟
子
で
あ
る
。
記
録
に

注
十
九
）

よ
れ
ば
、
文
明

年
間
の
活
動
歴
も
知
ら
れ
る
の
で
、
十
五
世
紀
後
半
〜
十
六
世
紀

に
か
け
て
活
動
し
た
僧
侶
で
あ
る
。

「
東
御
房
」と
い
う
の
は
、
高
山
寺
の
方
便
智
院
で
あ
り
、
東
坊

と
称
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
方
便
智
院
の
僧
侶
は
、
第
九
世
、
明

律
上
人
弁
朝
が
同
時
代
と
見
ら
れ
る
。
弁
朝
は
記
録
に
よ
れ
ば
、

「
弁
朝

□
□
町
大
納
言
広
□
第
五
息
／
文
亀
三
年
十
二
月
九
日

出
家
永
正
元
年
十
二
月
廿
□
仕
／
永
正
十
八
年
四
月
十
五
日
入
壇

大
阿

梨
地
蔵
院
弁
助
上
人
／
天
文
三
年
七
月
五
日
入
滅

四
十

五
」

注
二
十
）

と
あ
り
、
弁
助
と
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
事

か
ら
、
地
蔵
院
の
弁
助
か
ら
方
便
智
院
弁
朝
へ
と
渡
さ
れ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

地
蔵
院
の
一
世
信
厳
法
印
は
、
も
と
仁
和
寺
に
住
し
て
お
り
、

応
仁
の
乱
を
避
け
て
高
山
寺
に
移
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
、

仁
和
寺
で
信
厳
所
持
の
聖
教
な
ど
が
合
わ
せ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と

考
え
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
地
蔵
院
は
、
高
山
寺
の

記
録
で
は
「
中
御
室
」
と
も
注
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、

信
厳
は
院
政
期
の
白
河
天
皇
の
第
二
皇
子
で
あ
る「
覚
行
法
親
王
」

の
流
を
汲
む
も
の
と
な
る
。『
鳥
獣
人
物
戯
画
』も
、
仁
和
寺
を
経

て
高
山
寺
に
も
た
ら
さ
れ
、
信
厳
｜
弁
助
｜
方
便
智
院
弁
朝
と
移

管
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
高
山
寺
「
東
経
蔵
」
に
収
蔵
さ
れ
た
と
す

る
見
方
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

16

「『
華
厳
縁
起
絵
巻
』
裏
打
紙
」（
元
亀
元
年
）

本
資
料
は
、
や
は
り
福
井
利
吉
郎
氏
に
よ
り
早
く
に
言
及
さ
れ

て
い
る
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
録
か
ら
、
先
の
永
正
十
六

年
か
ら
数
十
年
後
に
も
絵
巻
類
は
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
事

が
判
明
す
る
。
以
下
、
福
井
氏
の
論
文
を
引

注
二
十
一
）

用
す
る
。

「
之
れ
は
同
寺
の
華
厳
縁
起
を
明
治
十
六
年
博
物
局
で
修
繕
し

た
時
、
其
の
古
い
裏
打
紙
か
ら
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
徳
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川
時
代
の
研
究
家
に
は
全
く
知
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。

華
厳
宗
祖
師
義
湘
大
師
絵
四
巻
明
恵
上
人
絵
三
巻
元
暁
大
師
絵
二

巻
以
上
九
巻
獣
物
絵
上
中
下
同
類
巻
二
巻
開
田
殿

□
□
本

都
合
十
一
巻
本

是
／
高
山
寺
東
経
蔵
之
具
也
先
年
兵
乱
之
時
足
軽
共
執
散
為
彼
兵

火
所
々
焼
失
了
／
然
坊
人
共
拾
集
之
間
此
坊
取
置
也
寺
家
有
再
興

之
時
節
可
令
奉
納
彼
蔵
也
／
後
世
留
守
門
人
可
得
其
意
不
可
存
私

仍
記
置
之
也
時
元
亀
元
年
庚
午
七
月
廿
一
日

﹇
羊
﹈
僧
□
性
（
花

押
）こ

の
記
事
を
残
し
た
「
羊
僧
□
性
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、

高
山
寺
の
記
録
を
検
す
る
に
、「
羊
僧
」
は
「
唖
羊
僧
」
の
略
称
、

「
□
性
」
は
、
中
坊
観
海
院
に
「
真
性
法
印
」
と
い
う
僧
侶
が
該
当

す
る
が
確
実
で
は
な
い
。
た
だ
、
中
坊
観
海
院
は
「
開
田
御
室
御

住
房
」
と
の
書
き
入
れ
も
あ
り
、
右
の
記
事
と
は
一
致
す
る
こ
と

は
注
目
し
て
良
い
。記
事
を
見
る
に
、戦
乱
に
よ
り
東
経
蔵
に
あ
っ

た
絵
本
類
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
、
あ
る
い
は
焼
失
し
て
原
形
を

留
め
ず
、
か
つ
、
す
ぐ
に
復
元
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
態
に
置
か

れ
た
。
そ
の
た
め
、
取
り
敢
え
ず
「
此
坊
」
に
保
管
し
て
お
く
が
、

高
山
寺
再
興
の
時
に
は
、
再
度
、「
彼
蔵
」に
奉
納
せ
よ
、
と
い
う

書
き
置
き
を
「
□
性
」
が
書
き
残
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
此
坊
」と
は
、
状
況
か
ら
見
て
方
便
智
院
で
は
な
く
、
真
性
と
す

る
な
ら
、
観
海
院
と
い
う
推
定
も
で
き

注
二
十
二
）

よ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
の
『
東
経
蔵
本
尊
御
道
具
以
下
請
取
注

文
之
事
』
の
記
事
と
、
本
資
料
と
の
検
討
し
た
点
と
は
矛
盾
し
な

い
。
要
す
る
に
、
仁
和
寺
を
経
て
高
山
寺
僧
へ
と
受
け
継
が
れ
た

『
鳥
獣
人
物
戯
画
』は
、
こ
の
時
期
に
高
山
寺
東
経
蔵
に
保
管
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
室
町
時
代
十
六
世
紀
後
半
の
、
元
亀
年
間
に
も

依
然
と
し
て
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
お
よ
び
『
鳥
獣
人
物
戯
画
（
こ

こ
で
は「
獣
物
絵
、
同
類
」と
呼
ば
れ
て
い
る
）』が
東
経
蔵
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

17

『

入
子
六
合
目
録
』（
寛
永
十
年
）

江
戸
時
代
寛
永
期
に
仁
和
寺
覚
深
法
親
王
の
命
に
よ
り
大
規
模

な
経
蔵
の
整
備
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
聖
教
目
録
も
新
た
に
現
状

と
合
わ
せ
る
形
で
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
と
新
規
作
成
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
、
巻
末
部
分
に
絵
巻
が

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
夙
に
知
ら
れ

注
二
十
三
）

て
き
た
。
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筆
者
も
、
高
山
寺
に
お
い
て
原
本
調
査
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ

れ
を
踏
ま
え
て
以
下
に
紹
介
す
る
。

意
義
湘
大
師
絵
四
巻
（
朱
）
不
足

今
度
調
三
巻
了
重
可
調
本
様

元
暁
大
師
絵
二
巻
（
朱
）
上
下

絵
本
一
結

朱
）七
十
□
□

内
少
□
□
也

墨
書
）顕
経
蔵
目
録
之
甲
乙
箱
外
能
恵
得

兼
康
筆
絵
本
一
帖
之
蔵
此
等
也

業
絵
等

寛
永
十
年
十
月
廿
五
日
新
記
之

（
朱
）
件
六
合
分
可
為
山
中
不
出
也

（
別
筆
墨
書
）
慶
安
三
年
六
月
廿
七
日
交
合
之
添
墨
点
了

（「
絵
本
」
行
ニ
対
応
ス
ル
裏
書
）

（
朱
）
或
記
ニ
シ
ヤ
レ
絵
三
巻
ト
云
者
也

本
資
料
も
、寛
永
期
の
聖
教
再
編
の
際
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
、

文
書
類
を
別
途
保
管
し
て
管
理
す
る
た
め
の
目
録
で
あ
る
。
六
合

と
は
、
文
書
類
を
「
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
」
の
六
箱
に
分

け
て
収
蔵
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
内
の
六
番
目
「
意
」
に
相
当

す
る
箱
が
、
右
に
あ
げ
た
部
分
で
あ
り
、
絵
本
類
が
一
括
し
て
納

め
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
絵
本
」
部
分
の
裏
書
き
に
、

加
筆
時
期
は
不
明
な
が
ら
朱
筆
に
て
「
或
記
ニ
シ
ヤ
レ
絵
三
巻
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
絵
本
の
中
に
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
が

含
ま
れ
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
し
か
も
、「
シ
ヤ
レ
絵
三
巻
」と

い
う
記
事
は
、
15
『
東
経
蔵
本
尊
御
道
具
以
下
請
取
注
文
之
事
』

の
記
事
と
完
全
に
一
致
す
る
。「
或
記
」と
は
、
こ
の
資
料
を
さ
す

と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

中
世
以
降
、
こ
の
江
戸
時
代
寛
永
期
ま
で
の
資
料
か
ら
、
高
山

寺
に
お
け
る
寺
宝
類
の
変
遷
を
聖
教
目
録
と
の
関
連
で
ま
と
め

る
。
ま
ず
、
鎌
倉
時
代
に
は
、『
高
山
寺
聖
教
目
録
』分
と
し
て『
華

厳
宗
祖
師
絵
伝
』
な
ど
が
、
禅
堂
院
等
の
建
物
に
あ
る
分
は
（
兼

康
筆
絵
本
）
が
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
さ
れ
、
少
な
く
と
も
前
者
は
聖
教

目
録
に
登
載
さ
れ
た
。
室
町
時
代
に
は
高
山
寺
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
が
、
十
六
世
紀
に
な
る
と
「
シ
ヤ
レ
絵
」

と
し
て
記
録
さ
れ
始
め
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
ま
で
に
、
寺
内
に

あ
っ
た
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
と
と
も
に
、『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
も

一
括
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
高
山
寺
方
便
智
院
が
戦
乱
等
で
廃

絶
の
危
機
に
至
っ
た
た
め
、
江
戸
時
代
寛
永
十
年
に
、
方
便
智
院
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の
管
理
か
ら
離
さ
れ
て
、
他
の
絵
本
類
と
一
括
さ
れ
て
、
文
書
目

録
な
ど
と
と
も
に
『

入
子
六
合
目
録
』
に
記
載
さ
れ
管
理
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

18

「
三
宅
玄
蕃
書
状
」（
年
期
未
詳
）

次
の
資
料
は
、
年
期
未
詳
な
が
ら
、
江
戸
時
代
中
期
頃
の
記
録

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

猶

絵
十
巻
為
持
進
候
御
請
取
可
有
之
候
以
上

一
筆
致
啓
上
候
然
者
先
日
為
持
被
下
候
さ
れ
絵
四
巻
義
湘
大
師
縁

起
四
巻
元
暁
大
師
縁
起
貳
巻
御
叡
覧
被
遊
候
處
ニ

何
茂

見
事
成
絵

ニ
而

被
為
入
詠
御
機
嫌
候
御
事
候
首
尾
能
候
間
可
御
心
易
候
我
等

ニ

能

相
心
得
可
申
入
之
由
被

仰
出
候
巻
物
共
損
申
候
修
覆
御

望
無
之
候
哉
猶
委
細
中
嶋
小
左
衛
門
可
申
入
候
條
不
能
詳
候
恐
惶

謹
言

三
宅
玄
蕃

六
月
十
三
日

□
□
（
花
押
）

三
尊
院
様

こ
こ
に
あ
る
「
三
尊
院
」
は
、
円
道
房
信
慶
を
第
一
世
と
す
る

も
の
で
、
明
治
期
に
い
た
る
ま
で
続
く
数
少
な
い
僧
房
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
は
、
こ
の
記
事
は
江
戸
時
代
初
期
の
後
水
尾
院
に
高

山
寺
の
絵
巻
を
叡
覧
に
供
し
た
時
の
も
の

注
二
十
四
）

と
い
う
。
こ
こ
に
あ
る

「
さ
れ
絵
」
が
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
と
目
さ
れ
て
い
る
。
巻
数
な
ど

一
致
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
依

然
と
し
て
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
と
と
も
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

近

代

明
治
期
に
至
る
と
、
高
山
寺
の
寺
宝
類
に
つ
い
て
の
記
録
が
高

山
寺
内
外
に
渡
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
先
行
研
究
を
た
よ

り
に
、
そ
の
概
要
を
年
代
順
に
取
り
上
げ
て
い
く
。

19

「
壬
申
検
査
」
に
つ
い
て

明
治
に
入
っ
て
す
ぐ
に
高
山
寺
に
文
化
財
調
査
が
行
わ
れ
、
写

真
も
含
め
た
い
く
つ
か
の
記
録
が
残
さ
れ

注
二
十
五
）

て
い
る
。

明
治
五
年（
一
八
七
二
）、
文
部
省
博
物
局
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
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近
代
初
の
文
化
財
調
査
。
こ
の
調
査
に
は
町
田
久
成
、
蜷
川
式
胤
、

内
田
正
雄
ら
明
治
期
の
文
化
財
行
政
を
担
う
人
々
が
参
加
し
、
伊

勢
、
名
古
屋
、
京
都
の
社
寺
や
華
族
の
宝
物
と
と
も
に
、
奈
良
で

は
正
倉
院
宝
物
の
調
査
も
行
な
っ
て
い
る
。
初
め
て
写
真
に
よ
る

記
録
が
行
な
わ
れ
、
横
山
松
三
郎
が
撮
影
を
担
当
し
た
。
調
査
団

は
七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
の
間
に
高
山
寺
に
滞
在
し
、
多

く
の
文
化
財
を
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
鳥
羽
僧
正
筆

画
巻
物

四
本
」
と
記
さ
れ
る
鳥
獣
戯
画
も
含
ま
れ
て
い
た
。

20

明
治
十
四
年

『
鳥
獣
人
物
戯
画
』

「
修
繕
ヲ
加
」

明
治
十
六
年

『
華
厳
宗
縁
起
絵
巻
』
「
修
繕
ヲ
加
」

「
お
そ
ら
く
は
こ
の
宝
物
調
査
（
前
述
の
壬
申
検
査
を
指
す
）
に

よ
り
修
理
の
必
要
性
が
説
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
鳥
獣
人
物
戯
画
、

お
よ
び
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
は
お
よ
そ
十
年
後
の
明
治
十
四
年
か
ら

十
六
年
（
一
八
八
一
〜
八
三
）
に
か
け
て
、
博
物
局
に
よ
っ
て
「
修

繕
」
が
施

注
二
十
六
）

さ
れ
た
。」

実
際
に
明
治
十
四
年
に
行
わ
れ
た
修
繕
の
記
録
は
、
こ
れ
ら
を

収
め
て
い
た
旧
箱
に
付
さ
れ
て
い
る
修
理
銘
で
あ
り
、
そ
れ
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
九
月印

記
）「
武
田
」

修
繕
ヲ
加
（
印
文
未
詳
円
印
）

21

明
治
十
七
年

フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
る
什
宝
調
査

明
治
十
一
年
に
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
人
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
、
明

治
十
七
年
、
二
十
一
年
に
京
都
古
社
寺
の
宝
物
調
査
、
お
よ
び
写

真
撮
影
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
記
録
が
ア
メ

リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
高
山
寺
の
寺
宝
類
も
記
録
し
て
い
る
。
以
下
の
引

用
は
、
村
形
明
子
氏
の
論
文

注
二
十
七
）

に
よ
る
。

高
山
寺

鳥
羽
僧
正
筆

高
山
寺
絵
本

４
巻

〃

華
厳
縁
起

６
巻

信
実
筆

将
軍
塚
の
絵

１
巻

兼
康
筆

兼
康
絵
本

１
巻
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春
日
明
神

住
吉
・
春
日
明
神
像

宅
磨
勝
賀
二
世
筆

（
以
下
略
）K

o
za
n
ji

 
T
o
b
a S

o
jo
,
K
o
za
n
ji Y

eh
o
n

４

T
o
b
a S

o
jo
,
K
eg
o
n E

n
g
i

６
N
o
b
u
za
n
e,
S
h
o
g
u
n d

zu
k
a n

o y
e

１

K
a
n
ey
a
su
,
K
a
n
ey
a
su Y

eh
o
n

１
K
a
su
g
a M

io
jin

 
S
u
m
iy
o
sh
i
&
K
a
su
g
a d

eities b
y T

a
k
u
m
a S

h
o
g
a 2n

d

最
初
の
「
鳥
羽
僧
正
筆

高
山
寺
絵
本
」
と
は
『
鳥
獣
人
物
戯

画
』
四
巻
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
以
外
に
、
本
稿
で

見
て
き
た
絵
本
で
い
う
と
、『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
に
加
え
て
『
兼

康
絵
本
』
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
二
点
は
、
建
長
年
間
の

『
高
山
寺
縁
起
』、『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
以
来
の
寺
宝
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
後
年（
明
治
二
十
一
年
）、
高
山
寺
宝
物

の
一
部
を
写
真
撮
影
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
際
の
メ

ン
バ
ー
は
、
九
鬼
隆
一
、
岡
倉
天
心
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
あ
っ
た
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
近
畿
宝
物
調
査
の
際
に
撮

影
さ
れ
た
記
録
写
真
が
現
存
し
て
い
る
。

22

『
宝
物
寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』
二
種

前
章
で
も
取
り
上
げ
た
本
資
料
に
も
寺
宝
類
は
記
録
さ
れ
て
い

る
。
関
連
す
る
部
分
の
み
掲
出
す
る
。
煩
を
避
け
て
、
第
二
次
版

（
浄
書
版
）
の
み
と
す
る
。

宝
物

（
中
略
）

一

鳥
羽
僧
正
絵

覚
猷
僧
正
筆

四
巻

一

華
厳
宗
祖
師
絵
伝

信
実
朝
臣
筆

六
巻

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
高
山
寺
の
記
録
に
お
い
て
も
右
の
二

点
の
絵
本
は
「
宝
物
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
資
料（
第
一
次
版
を
含
め
）を
検
す
る
限
り
、
フ
ェ

ノ
ロ
サ
の
記
録
に
あ
っ
た
「
兼
康
絵
本
」
と
い
う
書
名
は
見
当
た

ら
な
い
。
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四

ま

と

め

さ
て
、
高
山
寺
は
鎌
倉
時
代
草
創
期
以
来
、
連
綿
と
し
て
聖
教

目
録
を
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

前
号
か
ら
本
稿
に
か
け
て
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
こ

こ
ま
で
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

①

高
山
寺
に
は
明
恵
上
人
存
命
当
時
の
寛
喜
年
間
か
ら
聖
教
目

録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
三
度
の
大
き
な
編
成
替

え
が
行
わ
れ
た
。

②

そ
の
体
制
は
、
中
世
末
期
ま
で
は
比
較
的
創
建
当
時
の
姿
で

あ
っ
た
が
、
中
世
の
混
乱
期
に
多
大
な
被
害
を
受
け
、
も
と
の

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
物
的
・
人
的
両
面
に
渡
っ
て
不
可
能

な
状
態
に
陥
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
他
所
か
ら
『
鳥
獣
人
物

戯
画
』
な
ど
の
絵
画
・
典
籍
類
が
多
量
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
期

も
あ
っ
た
。

③

聖
教
目
録
が
一
括
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
記
録
に
残
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、室
町
時
代
文
明
年
間
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

④

江
戸
時
代
寛
永
期
に
大
規
模
な
再
建
と
復
興
作
業
を
行
わ

れ
、聖
教
と
聖
教
目
録
も
当
時
の
現
状
に
従
っ
て
整
備
さ
れ
た
。

こ
の
期
に
は
、寺
内
の
子
院
も
聖
教
を
保
有
す
る
こ
と
が
あ
り
、

し
ば
し
ば
高
山
寺
本
体
か
ら
子
院
へ
の
所
属
替
え
も
行
わ
れ
、

聖
教
目
録
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

⑤

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
頃
ま
で
に
、
大
き
な
所
属
変
更
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
録
や
目
録
は
、
ま
っ
た
く
残

さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
江
戸
時
代
末
期
の
僧
慧
友
は
大
規
模

な
調
査
・
点
検
を
行
い
、
多
く
の
書
き
入
れ
を
聖
教
等
に
残
し

て
い
る
が
、
聖
教
目
録
や
聖
教
の
収
蔵
状
況
に
つ
い
て
の
記
録

が
見
ら
れ
な
い
。

⑥

近
代
に
入
り
、
高
山
寺
内
外
の
関
係
者
に
よ
り
、
寺
宝
類
の

記
録
・
修
繕
が
行
わ
れ
、
特
に
、
明
治
十
八
年
に
は
大
規
模
な

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
と
記
録
が
残
さ
れ
た
。こ
の
記
録
に
よ
り
、

現
在
の
高
山
寺
に
お
け
る
聖
教
目
録
の
保
管
状
況
が
合
計
二
箱

に
わ
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
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注

一

高
山
寺
蔵
書
と
聖
教
目
録
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
す
で
に
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
す
べ
て
を
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
主
要
な
も
の
は
以
下

の
通
り
。

奥
田

勲
「
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
に
つ
い
て
」（
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
第
二
六
号
第
一
部
、
一
九
七
六
年
）

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）

築
島

裕
「
高
山
寺
経
蔵
典
籍
に
つ
い
て
」（『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）

築
島

裕
「
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
歩
み
｜

あ
と
が
き
に
代
へ
て
｜

」『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録

完
結
編
』（
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）

さ
ら
に
、
近
年
、
一
般
向
け
の
図
録
解
説
に
も
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「（
前
文
省
略
）、
鎌
倉
時
代
の
草
創
期
か
ら
今
に
至
る
間
の
約
一
万
二
千
点
の
高
山
寺
典
籍
文
書
の
伝
来
が
、
概
略
把
握
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
世
界
的
に
見
て
も
か
な
り
希
有
な
こ
こ
と
言
え
よ
う
。
高
山
寺
草
創
期
か
ら
代
々
続
い
て
来
た
真
摯
で
合
理
的
な
学
問
の
成
果
で
あ
り
、
学
問

寺
と
し
て
の
高
山
寺
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。」（
石
塚
晴
通
「
明
恵
上
人
と
高
山
寺
の
文
化
財
」、
特
別
展
覧
会
図
録
『
国
宝
鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺
』、

京
都
国
立
博
物
館
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
四
年
）

二

例
え
ば
、『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』（
旧
目
録
）
に
は
「
小
野
経
蔵
目
録
」（
第
一
冊
６
オ
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
だ
ち
に
高
山
寺
聖
教
と
関
係
の

あ
る
可
能
性
は
少
な
い
が
、
今
回
は
「
目
録
」
と
い
う
書
名
を
有
し
て
い
る
資
料
は
原
則
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
欠
損
等
に
よ

り
「
目
録
」
の
書
名
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
聖
教
目
録
で
あ
る
場
合
は
記
載
し
、
検
討
の
対
象
と
し
た
。
し
か
し
、「
諸
尊

法
目
録
」
な
ど
の
特
定
聖
教
に
つ
い
て
の
目
録
な
ど
は
除
外
し
た
。

三

徳
永
良
次
「
高
山
寺
蔵
『
聖
教
目
録
禅
浄
房
灌
頂
』
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
に
つ
い
て
｜

高
山
寺
現
存
本
と
対
比
し
て
｜

」（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会

編
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
十
三
輯
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）

四

宮
澤
俊
雅
解
題
「
高
山
寺
経
蔵
と
そ
の
古
目
録
に
つ
い
て
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団『
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
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〇
〇
二
年
）

五

徳
永
良
次
「『
禅
上
房
書
籍
欠
目
録
』
解
題
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）

六

奥
田

勲
「
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
に
つ
い
て
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）

七

注
四
文
献
に
同
じ

八

石
塚
晴
通
氏
に
よ
る
と
、『
唐
本
一
切
経
目
録
』
は
、
東
西
経
蔵
の
い
ず
れ
か
の
聖
教
目
録
と
目
さ
れ
て
い
る
。（「
唐
本
一
切
経
目
録
」
解
題
、
高

山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
明
恵
上
人
資
料
第
四
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）

九

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
に
あ
る
、
該
当
部
分
の
解
題
（
池
田
証
寿
氏
担
当
）

で
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
理
行
房
は
後
の
も
の
と
す
る
。

十

宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
」
解
説
、（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

五
年
）

十
一

注
六
文
献
の
奥
田
勲
氏
、
お
よ
び
注
十
文
献
の
宮
澤
俊
雅
氏
の
解
説
に
よ
る
。

十
二

奥
田
勲
氏
は「
遅
く
と
も
宝
治
元
年
に
は
名
実
と
も
に
備
わ
っ
た
方
便
智
院
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
方
便
智
院
が
経
蔵
を
持

つ
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
証
が
な
い
が
、
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。」
と
し
、
方
便
智
院
の
経
蔵
が
鎌
倉
時
代

か
ら
存
在
す
る
と
さ
れ
た
。（
奥
田
勲
「
高
山
寺
経
蔵
の
室
町
・
江
戸
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」（『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）

十
三

「
…
…
経
蔵
自
体
も
東
西
二
宇
か
ら
、
一
宇
の
石
水
院
経
蔵
に
纏
め
、
法

臺
聖
教
も
石
水
院
経
蔵
や
他
の
僧
房
に
移
さ
れ
た
。
特
に
天
文
年
間

（
一
五
三
二
〜
五
五
）
ま
で
高
山
寺
の
中
核
を
為
し
た
方
便
智
院
に
は
、
経
蔵
本
や
法

臺
本
の
他
に
、
明
恵
上
人
・
定
真
・
仁
真
等
歴
代
の
書

冊
紙
片
が
集
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
宮
澤
俊
雅
解
題
「
高
山
寺
経
蔵
と
そ
の
古
目
録
に
つ
い
て
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
続
高

山
寺
経
蔵
古
目
録
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）

十
四

原
本
で
は
目
録
第
一
、
第
二
と
も
に
下
半
分
を
失
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

十
五

金
水

敏
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
解
題
」（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
明
恵
上
人
資
料
第
四
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
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十
六

本
資
料
の
第
一
次
版
は
以
下
の
文
献
に
写
真
複
製
、
翻
刻
を
載
せ
て
い
る
。
石
塚
晴
通
・
池
田
証
寿
・
徳
永
良
次
「
明
治
十
八
年
高
山
寺
『
宝
物

寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』（
影
印
・
翻
刻
）」（
平
成
二
十
一
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
、
二
〇
一
〇
年
）

十
七

上
野
憲
示
「『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
の
復
原
と
観
照
」（『
日
本
絵
巻
大
成
６

鳥
獣
人
物
戯
画
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）

十
八

こ
こ
で
い
う
「
東
経
蔵
」
は
建
長
年
間
の
そ
れ
で
は
な
く
、
現
在
の
石
水
院
の
中
に
あ
っ
た
。

十
九

徳
永
良
次
「
高
山
寺
諸
院
代
々
一
覧
」（
平
成
十
九
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
、
二
〇
〇
八
年
）

二
十

「
高
山
寺
代
々
記
」
第
四
部
第
一
九
九
函
１

二
十
一

福
井
利
吉
郎『
福
井
利
吉
郎
美
術
史
論
集

中
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
九
年
）。
た
だ
し
、
資
料
の
本
文
は
福
井
氏
の
翻
刻
を
元
に

筆
者
が
影
印
に
よ
り
点
検
、
確
認
し
て
い
る
。

二
十
二

こ
の
点
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
を
見
出
し
た
。「
東
坊
方
便
智
院
代
々
も
天
文
頃
で
消
え
、
最
後
の
二
代
は
三
尊
院
代
々
と
同
名
な

の
で
三
尊
院
と
合
併
又
は
断
絶
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か
に
田
中
坊
善
財
院
、
尾
崎
坊
三
尊
院
、
山
本
坊
報
恩
院
、
宝
性
院
が
高
山
寺
最
悪
の

戦
国
時
代
を
連
綿
と
存
続
し
た
ら
し
い
。」（
葉
上
照
澄
「
高
山
寺
の
歴
史
と
信
仰
」（『
古
寺
巡
礼

京
都
15

高
山
寺
』、
淡
交
社
、
一
九
七

七
年
）

こ
の
記
事
を
考
慮
す
れ
ば
、
方
便
智
院
は
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
観
海
院
も
実
態
は
な
く
、
裏
書
に
あ
っ
た
「
此
坊
」
と
は

他
の
僧
房
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
近
時
藤
岡
摩
里
子
氏
は
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
と
高
山
寺
観
海
院
と
の
関
係
を
論
じ
た
。
卓
見
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

藤
岡
摩
里
子
「『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
の
伝
来
関
係
史
料
に
み
え
る
「
開
田
殿
」
に
つ
い
て
」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
、
第
３

分
冊
、
Vol.
54

3
、
二
〇
〇
九
年
）

二
十
三

こ
の
記
事
に
関
し
て
は
、
す
で
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
鬼
原
俊
枝
「『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
の
保
存
修
理
に
つ
い
て
」（
特
別
展
覧
会
図
録
『
国
宝

鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺
』、
京
都
国
立
博
物
館
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
四
年
）

た
だ
し
、
本
稿
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
原
本
に
は
裏
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
に
つ
い
て
の
朱
書
書
入
れ
が
存
在
し
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て
い
る
。

二
十
四

注
二
十
三
文
献
、
一
六
〇
頁

二
十
五

土
屋
貴
裕
「
高
山
寺
の
至
宝
｜

鳥
獣
戯
画
と
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の
美
術
｜

」（
図
録
『
特
別
展
鳥
獣
戯
画
京
都
高
山
寺
の
至
宝
』、
東
京
国

立
博
物
館
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
）

米
崎
清
実
『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
」』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）

二
十
六

注
二
十
五
土
屋
文
献
。
三
七
頁
。

二
十
七

村
形
明
子
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
京
都
社
寺
什
宝
調
査
メ
モ：

バ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
遺
稿
（

）」（
京
都
大
学
教
養

部
英
語
学
教
室
「
英
文
学
評
論
」
四
三
集
、
一
九
八
〇
年
）
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